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［…］ 「リーダーシップ・トレーニング」に関する研究と実践を行っている。ところで，グループダイナミックスが対象にしている「集団」
や「組織」の範囲はきわめて広い。「企業」
「学校」「学級」「地方自治体」「大学のク
ラブ」「家庭」…，およそ人が作った集団や
組織はすべてが研究対象になるのである。こ
うしたさまざまな集団についての研究をすす
めることによって，「集団」や「組織」の中
で共通に働いている人間関係の原理や法則を
見つけだすことが，グループダイナミックス
の目的である。もちろん，「病院」や「看護
集団」「看護婦と患者の人間関係」がグルー
プダイナミックスの重要な研究対象であるこ
とは言うまでもない。このシリーズでは，と
くに「看護集団」に焦点をあて，「リーダー
筆者はグループダイナミックスと呼ばれる
領域で仕事をしている。日本語では「集団力
学」という。文字どおり英語の直訳である。
その呼び名からも分かるように，グループダ
イナミックスの研究者たちは，「集団」や
「組織」に焦点をあて，その中で起こるさま
ざまな事象について科学的な研究をすすめて
いる。したがって，そのテーマも，「リーダー
シップ」「集団の規範」「態度の変容」「葛
藤の解決」「組織におけるコミュニケーショ
ン」等々，多岐にわたっている。こうした中
で，筆者自身は「リーダーシップ」と，その
リーダーシップの改善・向上を目的とした
●
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いできるようになった。この病院において，
入院患者を対象にした調査を実施することが
できたのである。部外者が入院患者を対象に
調査をするなど，通常では不可能に近いので
はないだろうか。得られたデータは現在分析
中であるが，その結果についてはこのシリー
ズの中で紹介するつもりである。
前置きが長くなってしまったが，こうした
個人的体験と筆者の研究とを結びつけながら，
「看護のための社会心理学」について話をは
じめたいと思う。ところで筆者の専門領域を
厳密に考えると，「看護のためのグループダ
イナミックス」とした方がより適切かも知れ
ない。しかしながら，グループダイナミック
スということばについては，それを知ってい
る人が必ずしも多くはないこと，社会心理学
の方がなじみやすく，また扱う範囲も比較的
広いことなどを考えて，「看護のための社会
心理学」というタイトルを採用することにし
た。もちろん，６回のシリーズでそれほど幅
広い話題を提供できるかどうかは，終わって
みないと分からない。
[L看護が対象とするもの］
社会心理学を含めて，心理学はいったい何
を対象にしているのだろうか。「心理学の対
象は『ヒト』である」と言ったら，読者はど
う思われるだろうか。わたしは，この考關え方
では心理学の本質を正しく伝えることはでき
ないと思う．「ヒト」ということばには，そ
シップ」や「集団の力」「対人関係」などを
中心に情報を提供していきたい。
さて，研究というものはまったく偶然には
じまるわけではない。例えばわたしの場合，
大学では教育実習生を対象にした「リーダー
シップ・トレーニング」についての研究をす
すめている。これは，筆者が「リーダーシッ
プ」に関心を持っているという個人的要因と，
「教員養成を目的にした教育学部」に所属し
ているという公的な立場からの要求とが合致
して生まれた研究テーマであり，研究対象な
のである。また研究テーマが，主として研究
者の個人的関心や，個人的生活の中から取り
上げられることも少なくない。わたしは昨年
３月に父を亡くした。３ケ月の入院生活だっ
たが，その間は事'情が許す限り病院に出かけ
て行った。そして，実にさまざまな看護婦に
出会うことになったのである。そうした看護
婦との出会いの一つ一つが「看護婦と患者や
その家族との人間関係」，あるいは「看護婦
のリーダーシップ」の問題としてわたしの前
に現れた。母の場合は，残念ながら昭和48年
（1973年）に47歳という若さで亡くなってし
まった。この時わたしは学生であり，「看護」
にかかわる問題を自分の研究にすることは思
いもおよばなかった。ところが，今回の父の
入院と看病の体験は，わたしに「看護婦と患
者の対人関係」について，本格的に研究して
みようという気を起こさせたのである。こん
な時，幸いにもこうした試みに深い理解を示
していただける熊本市内の病院ともお付き合
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さて，看護の対象もやはり「人間」である
にちがいない。いやそうでなければならない｡
わたしは，ここでことばの遊びをしているつ
もりはない。毎日の仕事を振り返ってみる時，
「自分は患者さんを『ヒト」として扱うこと
など一瞬もない」と自信を持って言えるだろ
うか。気がつかないままに，「ヒト」として
しか考えていないことがないだろうか。「ヒ
ト」どころか，「モノ」として対処している
ことはないだろうか。もちろん，看護婦は忙
しい。「『そんなことが一瞬もないか』と言っ
て責められても困る」という声が聞こえてき
そうである。しかし，患者の立場から言わせ
てもらうなら，看護婦は常にこのことを自分
自身に問いかけ続けることが求められている
のである｡また，患者一人一人を「個人」と
して見るだけではなく，「病院という集団の
中で生活している人間」としてとらえ，患者
の集団の間に起こるさまざまな人間関係につ
いて研究する視点を持っていただきたい。し
かもその視点は，単なる経験的で主観的な思
いつきではなく，客観的で科学的なものでな
ければならない。そのための`情報を提供する
ことが，このシリーズの目的である。
の他多くの動物の中の１種としての「ヒト」
というニュアンスが含まれているように感じ
られる。「ヒト科」の動物にすぎないのであ
る。心理学の対象はこんな「ヒト」ではない
はずである。それでは，「心理学の対象は
『人』である」と言えばどうだろうか。漢字
の由来の説明でも，「人」という字は互いに
支えあっている姿を表しているということを
聞いた記`億がある。これなら動物の１種では
ない，こころを持った「人」をイメージする
ことができる。これで十分という気もするが，
わたしはあえてもう一歩踏み込みたいと思う。
それは，「心理学の対象は『人間』である」
という考え方である。「人間」こそ|ま人と人
の間にある存在であることを文字全体で訴え
ているではないか。インドのカルカッタ近く
の洞窟で，狼に育てられた野生児が発見され
た事例についてはご存じの方も多いだろう。
８歳くらいと推定されたこの女児は四つ足で
歩き，夜になると狼のように吠えたという。
周囲の人々の教育の努力にもかかわらず，彼
女はついにことばも十分に覚えるこどもなく，
若くして亡くなってしまった。この女児は生
物学的には「ヒト」であったが，残念ながら
どうしても「人間」になることができなかっ
たのである。むしろ人間は「人と人の問」，
つまり社会や集団の中に生活することによっ
てはじめて「人間」になるということができ
るだろう。こう納得した瞬間に，社会や集団
を抜きにして人間について考えることはでき
ないことが分かるのである。
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屯ない。要するにすばらしい専門技術の持ち
主である。ところが，患者からは「なんとな
く冷たく近寄りがたい。何かを聞こうとして
もやさしく答えてくれそうもない」とその評
価は今一つである。もう１人の看護婦は，専
門的にみれば未熟というほかはなく，注射は
下手だし，包帯もすぐにほどけてしまう。と
ころが患者の評判は上々で，「明るい」「話
相手になってくれる」とみんなが口をそろえ
ていう。「注射はうまくないが，この人に打っ
てもらう時はなんとなく安心する。少々痛く
てもこの人の方がいい」という患者までいる
ほどである。これほど極端な看護婦が実在す
るはずはないが，読者ならどちらの看護婦を
より高く評価するだろうか。もちろん，専門
技術も優れ，患者からも親近感を持たれてい
る看護婦が望ましいことは言うまでもない。
しかし，あえてこの２人の看護婦のどちらを
選ぶかを問われた時，専門家でないわたしは
迷うことなく後者を選ぶだろう。もちろん，
生命にかかわるような重大な過失はしないと
いう前提はあるけれど。
医療技術が優れているということをテクニ
カル・スキル（専門的技術・知識）と呼ぶこ
とにしよう｡看護にとってこのスキルが優れ
ていることは最も必要なことである。しかし，
実験室にこもって試験管を相手に仕事をして
いる化学者ならいざ知らず，患者という人間
を相手にする看護婦にとって，患者と望まし
い人間関係を作り，それを維持していく技術
や知識を欠くことはできないはずである。こ
のような技術や知識をヒューマン・スキルと
呼ぶことができるだろう。看護婦にとっては，
このヒューマン・スキルを身につけることが
強く求められているのである。
ここで図１を見ていただこう。テクニカル・
スキルとヒューマン・スキルを，その強弱に
よって組み合わせて四つのタイプに分類する
ことができる。①のタイプが最も望ましいこ
とは言うまでもない。また，④のように，ど
ちらのスキルも持ち合わせない看護婦が実際
にいたのでは，患者は安心して入院生活を送
ることができない。②と③のタイプは，看護
婦としてはやはり問題で，それぞれに欠けて
いるスキルを強化するような，本人の努力と
管理者の指導・援助が必要になる。もっとも
看護婦免許を持っているのであるから，②の
ように，ヒューマン・スキルのみの看護婦が
現実にいるのかどうかは分からないが。
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図１テクニカル・スキル（Ｔｓ）と
ヒューマン・スキル（Ｈｓ）
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ということである。看護に従事するものにとっ
ては，この式の方がはるかに厳しい。しかし，
より望ましい看護を真剣に求めるためには，
あえて厳しい考え方をとるべきだろう。その
かわり，不断の努力を積み重ねることで，ヒュー
マン・スキルを強化することができれば，そ
れによってテクニカル・スキルのパワーもま
た何倍にも高められるのである。
それでは，このように重要なヒューマン・
スキルをいかにしたら身につけることができ
るのだろうか。そのために求められる基本的
な考え方や具体的な方法を提供することも，
このシリーズの目標である。
余談になるが，昨年福岡に滞在中であった
中国科学院の陳龍助教授（心理学）に，この
話をしたことがある。彼はわたしの式を見て，
ヒューマン・スキルはさらに重要だという意
味を込めて，
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という式の方力:もっといいという提案をした。
この式を採用することによって，ヒューマン・
スキルが２倍，３倍になれば，その結果も２
乗，３乗になり，看護の力は10倍にも100倍
にもなると言うのである。それほど，ヒュー
マン・スキルが必要だという考え方である。
もちろん，純粋に数学的な根拠を持った定式
化をしたわけではないので，どちらが正しい
かといった議論をすることにはほとんど意味
がない。ここで重要なことは，読者にどれだ
け「なるほど」と思ってもらえるかどうかで
ある。このシリーズでは，わたしは（式２）
●
という式を提案したい。単なる加算ではなく，
かけ算なのである。数式の遊びをしているだ
けのように思われるかも知れないが，加算と
かけ算とでは明らかにその意味が異なってく
る。
例えば，（式１）の場合は，テクニカル・
スキルが十分であれば，たとえヒューマン・
スキルがなくても何とかやっていけることに
なる。ところが，（式２）の場合には，どん
なにテクニカル・スキルがあってもヒューマ
ン・スキルが０（ゼロ）であれば，かけ算の
結果もまた0（ゼロ）になるのである。要す
るに，ヒューマン・スキルがなければ，望ま
しい看護を期待することはまったくできない
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を達成するために求められる，基本的な考え
方やノウハウについて，情報を提供したい。
具体的には，「集団の力と規範」「意思決定
における行動目標設定の条件」「リーダーに
求められる条件」「サービスとしてのリーダー
シップ，メンバーシップ」「患者が求める看
護婦の条件」などについて，できるだけ具体
的な事例やデータを交えながらお話ししたい。
の立場から看護を考えていくつもりである。
さて本稿では，①筆者自身の研究と看護と
のかかわり，②心理学も看護も共に「人間」
を対象としていること，③看護にはテクニカ
ル・スキルだけではなく，ヒューマン・スキ
ルが強く求められていること，について考え
てきた。２回目以降は，今回テーマにした，
「看護におけるヒューマン・スキルの向上」
